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令和 4年度 春期 システムアーキテクト試験 出題趣旨 
 

午後Ⅱ試験 

問１ 
出題趣旨 

IoT，ビッグデータや AI などに代表される新技術が次々に登場しており，業務の効率化や品質向上を目的と
して，今まで使用したことがない技術を適用することが多くなっている。その際，その新技術を業務に適用す
る前に概念実証（PoC）を実施し，実現可能性や効果などを確認することが重要となる。システムアーキテクト
は，仮説を立て，その仮説を検証するための情報システムを構築し，この情報システムを用いた仮説の検証方
法を立案し，検証を行う。 

本問は，新技術を業務に適用するに当たり，PoC を実施し，その結果から業務への適用可否を判断すること
について具体的に論述することを求めている。論述を通じて，システムアーキテクトに必要な，業務と情報シ
ステムを見直す能力及び経験を評価する。 

 

問２ 
出題趣旨 

 近年，管理コストの削減及び業務の効率化を目的とした，情報システムを活用したデジタル化が加速してい
る。システムアーキテクトは，現行の業務プロセスにおいて，デジタル化すると改善効果が高い業務プロセス
を見極めてデジタル化することが求められる。現行の業務をデジタル化した場合に生じる課題を想定し，対応
策を検討しておくことも必要である。 
 本問は，デジタル化によって業務改善する工夫について具体的に論述することを求めている。論述を通じて，
システムアーキテクトに必要な，業務内容を把握する能力，及び要求事項に対して効果的な技術を適用する能
力などを評価する。 

 

問３ 
出題趣旨 

組込みシステムのシステムアーキテクトは，組込みシステムの自動化に際して，自動化の目的を把握し，人
及び他機器との役割分担，並びに安全性への配慮に基づいてシステムを構築することが求められる。 

本問は，組込みシステムの自動化において，考慮したシステムの特徴，自動化の目的及び安全性への配慮の
内容について具体的に論述することを求めている。論述を通じて，組込みシステムのシステムアーキテクトに
必要なシステム構築力を評価する。 

 


